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“風薫る3月 同窓生の皆様にはおl・Eやかにお過しのこ

とと存じます
`‐

年に 度のお便りを今年も無事お属け出

来ることを嬉しく思います.この記事を,コ てヽいる頃は

武蔵高校もまだ春休み、ただ満間の桜のもと 校庭で、

体育館で ラグビー テニス 野球 剣道 バスケット

などの部活動が繰り広げられて居りました。武蔵生はや

ることはやる、と言った評判ですが、それぞれに青春を

i匝歌しているのを見た思いです。我々の高校生活はどう

であったかとひととき感慨に
=0す

りました。

さて、この会報でありますが これまで新聞形式をと

って来ました. しかし 年に 度の新聞というのもどう

か、新聞だとすぐさま捨てられはしないか との思いか

ら体裁を変え しかもカラー紙面を取り入れて見ました。

運営委員会も活動して来たことだし 少しづつでも会報

を充突させて参りたいと思います.皆様のご意見、クラ

25回 !組 木村秀夫

●同窓会総会のお知らせ● ―――――

スや会員の情報を沢山 ツ01お寄せください。原稿の形

式は問いません.カ ラー写真も歓迎です。宛先は、題字
の有に記載されている、同窓会事務局でございます。

昨年度から総会の日IItり が、毎年6月 の第 1日 曜日に

変更になりましたが 今年はその2」 日です。会員の皆

様の意7FL交換の場として、また先生、同窓4i同志の旧交

を暖める場でもあります。クラス会を併せて御計画され

ては女Π何でしょう。

敬具

言己

平成 5年 6月 6日 (日 )13:lXD～ 16:00頃迄

母校会議室

無料

当日 受付にて年会費のil人受 f寸 も行っておりま

す。クラス会 同期会のための教室をllli用 意出来ます。

早日に事務局迄御連絡下さい。
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場
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同窓会会員の皆様には、ますますご健勝にてご

活躍のことと存じます。今年の3月 で本校の卒業

生の数は2万人を突破しました。各所で武蔵高校

卒業生の活躍の様子を耳にし、頼もしく感じてい

ます。また、母校への愛着の情と熱い期待を感じ、

有り難く思っています。

さて現在、高校教育の改善の為に、入学選抜制

度の見直しや、教育過程の改変などが検討されて

います。入学選抜制度では、既存の学区を越えた

地域からの受験を認め、単独選抜が行なわれます。

入試の科目や配点の比率も、各高校で決めること

になりそうです。従ってそれぞれの学校が特色あ

る教育を目指して努力することが大切になります。

武蔵高校の基本方針は、知 徳 体のバランス

のとれた人間の育成という、従来の教育方針を変

えないことにしています。同窓生諸氏が築かれた

よき伝統 よき校風は、そのまま武蔵高校の特色

として高く評価されるものと思っています。

私は僅か 2年間で武蔵を去ることになりました

が、教員生活の最後をこの素晴らしい学校で過ご

すことが出来たことを、大変嬉しく、光栄に思っ

ています。

武蔵高校とその同窓会が、益々発展されますよ

う祈念して、お別れの言葉と致します。

着任のご挨拶

校長 嵐田 薫

4月 1日 、着任の日、玉川上水沿いの土手道を

歩いている時、京都を旅した時に歩いた「哲学の

道Jの風景が頭をよぎりました。銀閣寺から南禅

寺へ抜ける疎水沿いの土手道が哲学の道です。哲

学者の西田幾太郎が朝夕散策し、哲学への思索に

耽った道です。

この]‖上水沿いの道も、多くの同窓生達が散策

し、青春時代の思索に耽ったことだろうと思います。

武蔵野の面影が残るすばらしい環境に恵まれ、

輝かしい歴史と伝統のある本校に着任出来ました

ことを、大変光栄に思いますと共に、その責任の

重大さを痛感致して居ります。

本年度より都立高校は、単独選抜制度の導入、

新教育過程の実施と、大きな変革の年を迎えよう

として居ります。親と子供の願いを実施させ、同

窓生の皆様の期待に応えるよう全力を尽くしたい

と思います.ど うかn‐ しくお願い致します。
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●第二の故服 り

「武蔵Jと いう言葉を耳にすると、古い木造

校舎、演劇部、文化祭、校歌、ご心配を掛けた

担任の吉見先生、若き日の田部井先生のお宅で

の読書会………後から後から様々な思い出が頭

に浮かび、何から話 してよいか分からなくなり

ます.が 、今与えられたのは「第二の故郷便りJ

というコラム.本題に移ります .

徳島に来て30数 11、 第二の故郷 と言ってよい

でしょう.徳島に来たのは持病のI品 増で、親成

のllに 1■地療養に来たのがその切っlllけ でした.

その後、大学で教

職過程を取 り、徳

島の教員採用試験

を受け、 2年 日に

正規採用となりま

した.

最初に赴任 した

のが、日本 2人 T・ Z

境の一つ、祖谷で

した,lFl谷 は、源

平の合戦に破れた

平家の落人が、安

徳天皇を連れて落

ち延びたと言 う伝説がある所です。平家の軍旗

赤旗があったり、墓は日立たないよう平たいFi

を伏せて作ってあったりします .池田高校のあ

る池田から、バスで 2時惜l余 り、最初霧の中を

赴任 して行った時は、何処まで連れていかれる

のかと不安になりました。徳島の人も、こうし

たlli地 動務は嫌で、 3年義務泊という制度が新

採用者には課せられます。私は住めば都、何時

迄もlTん でいいという気になりました。祖谷で

新婚 11活 を送った訳です。 しかし、 3年 目に同

じ郡内の平地校に転勤 させ られました。私の妻

澄子 (H姓清水)と は武蔵で同じ演劇をやった

仲.校内演環1コ ンクール オールB組で老夫婦

役を二人でやり、現在実生活でその境地に達 し

ているのも思えば不思議な縁 ,

現在の私は、定年30年 をあと一年残してIIF年

教職を退きましたが、祖谷での教職生活は最も

鮮明で印象深いものとなりました。

奇しくも昨年 5月 、始めて担任をした生徒達

の同窓会が開かれ、彼等に名前を考えて貰った

長女恭子が25才、そう25年振りの再会となりま

した。

徳島は、阿波藩主蜂須賀公が始められたとい

う阿波踊りが8月 の夜、エネルギッシュに繰り

広げられます,人形浄瑠璃で有名な「傾城阿波

鳴・lJの主人公十郎兵衛が藍商人でしたが、藍

染めは今でも徳島の特産品です。今、春、昔な

がらの自装束の御

遍路 さんの姿が見

られます。八十人

個所、第一番ネL所

が徳島の鳴門にあ

りま11。  1鳥 Fヨ には

ご存 知 渦 潮 が あ

り、これからが見

頃です。現在私は、

その嶋門の近 くで

造園の仕事をして

います。娘が代わ

りに教職の道を進

教始めました.東京には未だ元気な老母や姉妹

が居りますので時々 L京 し、その都度、中

高 大と同じ道を歩んだ小野惣一郎君、同窓会

長の若井博君などの同級生と会うのが楽しみで

す。そう言えば、大菩薩ヒュッテの懐かしい写

真が会報「むさしJに載っていました。

「むさしJの発展を祈念し、私の責を果たせ

ていただきます。

武蔵の卒業生の中にも、東京を速 く離れ、北は北

海道から南は沖Il■ 、更には大海を渡って異国の地ヘ

赴任 し、あるいは嫁いで行き そこを第二の故郷と

していらっしゃる方々も沢山居 られることで しょ

う。御手元に届く「むさし」を読まれながら、それ

ぞれの第二の故郷での暮らしぶりや、お国自慢、占

労話などをお寄せ下さい。写真があれば尚歓迎です。

編集部記
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●TAMAらいふ21について
(多摩東京f多驚;百 IJ年・L念事業)

坂 ロ ー 道 (高校17回CttD

多摩21く らしの祭典会場鳥臓図

ほとんどの砦さんが高校II代 を過ごしたり■地

域は、100年前までは神奈川県に属 していました

しかし、多摩川と「[川 L水の水源の一lr竹11の必

要性を J的に明治26年 (189311)に ｀
11+の 東京府

へ千多管
:さ れました 平成 51■ま御

=東
京イ多竹 rl川

年を迎えることからこの月

`史

的節‖をlLえ て 多

暉JL域が1包 える言音課:題 を束,て者「と32市田]村 、住lt

大学 企業が連携 して取り糾lみ 21世紀の多摩の

まちづくりを先導することを 1的にTANIAら い 、ヽ

21協会が言2立 さオιました.

脇

`ヽ

ま約120人 の職員で構成されていてV、 もその

員として働いています

多
'・

t地域は今や3“万人の人口を抱え、約811も の

大学があり、また高度に情報化されたll業が集lrj

し全国有数の工業出/11額 を示すようになっていま

す しかし 行政区域が狭く効率性がlltい といわ

れています また、住民のHも 都内を向いており、

なかなか多
Fi地

域を向いてくれません,このよう

な状 FLか ら記念事業を契機に「多摩新時代の11造J

をケ(‖ Hし ようとしててヽます

Lな 1'業は、課題解決型のフログラム (リ サイ

クル、剤
`1型

近郊農業、ク・F川 の復権、,"水な1線

の保全 芸ll 文化 スポーツ 自治とくらし

地域振ウ()と 東京者卜や市口I村 が行う1也域企画プロ

グラム、市民らが行う自 L企 画ブログラムがあり

ます こォlら の 1,業は今11の 1月 から11サ |ま で多

li4全 域で多彩に繰り広げられます .

方、 立川市にある国営‖
=11:己

念公園では 7月

31日 から11月 7日 までのl xl日 間多暉21く らしの祭

りヽが1専じL`ヽ形式 t‐ ‖‖件‖さオtま す  `ヽ場では、 21 lt

lLの 多暉のくらしをかいま兄、楽しみながら参加

f本験できるよう工人をしています
′
IAMAら い

'、

21の内容については市町llの広報

紙 協会の機 対紙に掲4丈 されております

ご参加kご来場をお待ちしております.

問合せ先

TAMAら 1ヽ S、21協会



1武蔵野画家木村秀夫氏 ]

「林をいでて、林にいり 道つきて、また道ありJ

土岐善麿のこの歌は武蔵生共通の財産でありま

す。最近の宅地開発により、懐かしい武蔵野の風

景が失われていくのは残念でありますが、武蔵生

が登校の折り折りに散策し、何気なく武蔵野だな

あと感じていた、こならやくぬぎ林にぞっこん魅

せられた一人の男がいます。木村秀夫、39才 、職

業、画家です。彼曰く、あれは人々が暮らしをた

てる為に作った人工林である、と。畑を作る横に、

防風林としてほぼ同じ大きさの林を作り、落棄樹

を植え、本を切っては前炭を作り、落ち葉は土地

を肥やす堆肥源としたのです。彼の自然観は、人

間の営みと自然との調和美にあり、武蔵野こそま

さにそれだというのです。

小金井堤に育ち、武蔵高校に通った彼は、今か

ら12年前、あるテレビの番組のなかで武蔵野を描

く画家の話に天啓を受け、登り詰めたフランス料

理のシェフの坐を投げうって、絵の道に入ったの

です。絵描きになろう、というのではなく、武蔵

野を見直そうとスケッチ ブックを手にともかく

雑木林に向かって行ったのです。始めのうちは下

手だった、とはにかむ彼は努力の人であり、今回

その一端をご紹介しましたが、今では新進の作家

として前途を有望視されるようになりました。武

蔵野にのめり込んだ彼は、「山林に自由存す…Jの

国本田独歩に傾倒し、武蔵野の開柘を可能にした

玉り上水やその分水の保護運動へと、その活躍の

場は留まるところを知らないようです。(目 黒記)

木村秀ガ 回展のお知らせ

“武蔵野を描く"

6月 5日 l■l～ 10日 la111:lxl～ Ю :lXl

銀座コレクターギャラリー

中央区銀座 636井出ビル 2階 一ヾ残雪の雑森

秋川暮色

『専用ポストが出来ました』

学校に同窓会の専用ポス トが設置され

ました。正面玄関を入ってすぐ、事務

室の前です。同窓会への連絡や、ご意

見、会報への投稿など、お気軽にご利

用ください。




